


                       

表
紙
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
周
西
マ
ッ
プ
ク
ラ
ブ 

の
目
標
・
指
針
。 

 

本
誌
が
「
周
西
地
域
の
歴
史
文
化
を
温
（
タ
ズ
） 

ね
て
新
し
き
を
知
る
」
副
読
本
と
し
て
郷
土
を
愛 

す
る
皆
様
に
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 



                       

周西地域航空写真 （昭和 37 年頃）  ※出典：国土地理院ホームページ （当該ページの URL）  など 

周西地域航空写真 （昭和 50 年頃） 



                       

周西地域航空写真 （昭和 51 年頃） 

周西地域航空写真 （平成 18 年頃）  ※出典：国土地理院ホームページ （当該ページの URL）  など 



                       

青蓮寺天井絵 （嗔風亭古嶽作） ３５枚 



                       

伏鉦 （西村和泉守作） 

本堂欄間彫刻 （長福寺） 

兜仏 仁王像部位 双体道祖神 

奉彩色前立日月両尊十二神将像 天保 13 年 地頭小笠原安藝守 （長福寺棟札） 



                       

青堀公園より小糸川畔を望む  （昭和 8 年） 

坂田農繁期託児所 （昭和 14 年） 周西村大和田農繁期託児所 （昭和 14 年） 

周西村神門農繁期託児所  （昭和 14 年 6 月） 周西村人見農繁期託児所 （昭和 17 年 7 月 5 日） 

人見神社夏祭り  （昭和初期） 坂田お神輿新調記念  （昭和 10 年） 



                       
新日鐵住金株式会社君津製鐵所工場群 大和田社宅より （平成 24 年 2 月 20 日） 

君津駅北口市街地 （平成 24 年 5 月 31 日） 

「ちば眺望１００景」 富士山 人見神社展望所より （平成 23 年 3 月 4 日） 



                       

人見浦開発記念碑 （人見神社展望所） 坂田漁業協同組合解散記念碑 （県道 90 号付近） 

君津町漁業協同組合 

解散記念碑  

（人見青蓮寺） 

坂田土地区画整理組合 

解散記念碑 

（君津駅北口） 

堰下水利組合解散記念碑 

 （人見堰下公園） 

馬込水利組合解散記念碑 

（神門自治会館） 

坂田海岸六地蔵の由来碑 

 （緩衝緑地坂田広場） 

人見土地区画整理組合 

完成記念碑 

（人見堰下公園） 

大和田土地区画整理組合 

解散記念碑 （大和田公園） 

大和田霊園建立由来記念碑 

（大和田霊園） 



発
刊
に
あ
た
っ
て 

 
周
西
地
域
は
、
八
幡
製
鐵
株
式
会
社
（
現
新
日
鐵
住
金
）
の
君
津
進
出
に
よ
り
農
漁
村
か
ら
鉄
鋼
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
へ
と
比
類
稀
な
る
変
貌
を
遂

げ
ま
し
た
。
約
半
世
紀
が
経
過
し
た
今
日
、
私
達
は
目
ま
ぐ
る
し
く
進
展
し
た
経
済
成
長
で
豊
さ
と
新
し
い
文
化
を
享
受
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

一
方
で
、
先
人
達
が
構
築
し
て
き
た
貴
重
な
歴
史
遺
産
が
時
代
の
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
見
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

周
西
公
民
館
主
催
事
業
な
ど
に
参
加
し
て
、
周
西
公
民
館
区
域
（
以
下
、
周
西
）
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
知
り
、
地
域
に
貴
重
な
文
化
的
遺

産
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、
地
域
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
地
元
の
方
達
と
交
わ
す
会
話
で
地
名
（
字
名
）
や
屋
号
な
ど
を
聞
き
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
域
に
伝
わ
る
講
、
墓
地
や
路
傍
で
ひ
っ
そ
り
と
時
を
刻
む
石
造
物
を
見
て
信
仰
を
知
り
、
こ
れ
ら
が
時
代
の
流

れ
と
共
に
風
化
し
埋
没
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
「
地
名
は
埋
蔵
文
化
財
に
劣
ら
ぬ

無
形
の
文
化
財
」
、「
写
真
は
無
言
の
語
り
部
」
、「
金
石
文
は
歴
史
を
秘
め
た
貴
重
な
文
化
遺
産
」
を
基
本
理
念
に
周
西
地
域
の
歴
史
文
化
を
『
周

西
地
域
誌
』
に
ま
と
め
、
後
世
に
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
構
成
内
容
は
大
別
し
て
「
地
名
」「
歴
史
・
文
化
遺
産
」「
金
石

文
」
で
す
。
編
纂
に
あ
た
り
ま
し
て
は
市
史
や
地
域
誌
等
と
可
能
な
限
り
重
複
し
な
い
よ
う
留
意
し
ま
し
た
。 

地
名
・
由
来
は
地
元
の
有
識
者
や
古
老
よ
り
聞
き
取
り
、
祭
礼
・
行
事
は
見
逃
し
や
撮
り
忘
れ
な
ど
が
あ
る
と
次
年
度
以
降
に
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
ず
行
事
把
握
と
内
容
理
解
に
苦
労
し
ま
し
た
。
金
石
文
は
、
地
域
を
歩
い
て
収
集
し
ま
し
た
。
サ
ン
プ
ル
数
は
四
二
〇
基
を
超
え
ま
す
。 

ま
た
、
私
達
に
と
り
ま
し
て
地
元
の
人
た
ち
の
助
言
や
記
録
・
記
憶
の
提
供
は
、
活
動
を
推
進
す
る
活
力
で
し
た
。
交
流
を
重
ね
、
深
め
た
絆
は

新
た
な
情
報
提
供
や
新
発
見
の
足
掛
か
り
に
な
り
、
地
域
と
連
携
し
た
生
涯
学
習
活
動
を
め
ざ
す
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
二
七
年
度
ま
で
の
約
一
四
年
間
「
地
域
を
歩
い
て
、
見
て
、
聞
い
て
、
記
録
す
る
」
地
道
な
活
動
が
実
り
、
懸
案
で
し
た
『
周
西
地
域
誌
』

を
発
刊
す
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
。
周
西
地
域
の
歴
史
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
皆
様
に
活
用
し
て
下
さ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。 

末
尾
な
が
ら
、
私
達
一
市
民
グ
ル
ー
プ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
援
助
、
そ
し
て
添
削
・
校
正
に
ご
協
力
下
さ
り
ま
し
た
君
津
市

文
化
振
興
課
、
久
留
里
城
址
資
料
館
、
木
更
津
市
岩
根
公
民
館
、
雨
城
古
文
書
の
会
、
地
域
有
識
者
、
聞
き
取
り
に
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
各
位
、
多
く
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
八
年
八
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周
西
マ
ッ
プ
ク
ラ
ブ 

会
長 

 

元
岡
陸
視 



お
祝
い
の
こ
と
ば 

 
周
西
マ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
『
周
西
地
域
誌
』
が
発
刊
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

周
西
マ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
は
、
周
西
公
民
館
地
域
固
有
の
自
然
や
伝
統
文
化
、
歴
史
遺
産
な
ど
を
記
録
し
、
後
世
に
残
す
こ
と
を
生
涯
学
習
活
動
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
公
民
館
サ
ー
ク
ル
で
す
。
五
年
前
に
は
地
域
の
四
季
折
々
の
野
草
を
記
録
し
た
『
周
西
・
三
舟 

花
紀
行
』
を
発
刊
し
て

い
ま
す
。『
周
西
・
三
舟 

花
紀
行
』
の
編
集
後
記
に
「
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
頑
張
ろ
う
！
マ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
見
事
に
実
践
さ
れ

ま
し
た
。 

『
周
西
地
域
誌
』
は
、
サ
ー
ク
ル
会
員
が
周
西
公
民
館
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
等
を
関
連
す
る
資
料
や
郷
土
誌
等
に
よ
り
学
ぶ
と
と
も
に
、

丹
念
に
現
地
探
索
を
行
い
、
ま
た
地
域
の
方
々
の
話
し
を
記
録
し
、
さ
ら
に
有
識
者
に
尋
ね
る
な
ど
し
て
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
り
努
力

の
結
晶
で
す
。 

「
地
名
の
由
来
」
、「
祭
礼
と
行
事
」
、「
金
石
文
」
な
ど
多
岐
に
亘
り
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
べ
き
貴
重
な
内
容
で
す
。
こ
の
本
を
公
民
館
サ
ー
ク

ル
と
し
て
自
主
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
生
涯
学
習
活
動
と
し
て
極
め
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

周
西
公
民
館
地
域
は
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
急
激
な
都
市
化
が
進
み
、
め
ざ
ま
し
い
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。
「
温
故
知
新
」
と
言
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
伝
統
文
化
や
昔
の
姿
、
ま
た
そ
の
変
遷
に
ふ
れ
、
知
る
こ
と
は
、
未
来
を
考
え
る
糧
と
し
て
大
切
な
こ

と
と
思
い
ま
す
。 

周
西
公
民
館
と
し
て
も
『
周
西
地
域
誌
』
を
サ
ー
ク
ル
の
成
果
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
学
び
の
場
に
活
用
し
、
生
涯
学
習
の
輪
を
広

げ
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
地
域
を
い
つ
く
し
む
人
々
の
輪
が
広
が
っ
て
行
く
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。 

 

平
成
二
八
年
三
月 

周
西
公
民
館 

 館
長 

古
関
正
博 


